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4HC⾊ ターコイズ
⽇⾜⾊ フォレストグリーン
週⾜⾊ マルーン
EMA200 パープル



EUR/USD WEEKLY 2022-2024 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 18本⽬
週⾜ 第3サイクル 19本⽬／13
週ボラ 72 pips

19本⽬

週⾜は後半となり、
下⽬線が継続される。

45本 25本 30本

1.1275が、⽉⾜トップ、1.1139が、週⾜トップと考えられる。
週⾜は後半となり、押し安値をヒゲでは更新していることとなる。



EUR/USD DAILY 202309-202402 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 18本⽬
週⾜ 第3サイクル 19本⽬／13
週ボラ 72 pips
⽇⾜ 第2サイクル 44本⽬／14 

44本⽬ 90本

⽇⾜起点を2⽉6⽇⽕曜⽇に下回った。1.07225となる。
⽇⾜EMA200を下回り、攻防が⾏われているが、
上昇は難しいのでは︖と⾒ている。
HPCの可能性も視野に⼊れたい。

49本



EUR/USD 4H 202312-202402 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

21本⽬

⽉⾜ 18本⽬
週⾜ 第3サイクル 19本⽬／13
週ボラ 72 pips
⽇⾜ 第2サイクル 44本⽬／14 
4HC 第5サイクル 21本⽬／19
or
4HC 第1サイクル 21本⽬／19

4時間⾜起点を1.07225とした。
現在は21本⽬となる。
4HC第4で⽇⾜起点割れとなり、
下⽬線が濃厚な展開となる。
シナリオ1︓4HC第5で起点割れ想定
シナリオ2︓4HC第1でRT（ライトトランスレーション）
シナリオ3︓HPCの可能性＝⽇⾜が70本程度まで延⻑

4時間⾜チャネルラインのセンターに属しているので
ボラが⼤きくなって⽅向性を確認してからの
トレードが望ましい

62本 48本 74本 60本



EUR/USD 1H 202402 概ね1時間⾜では、7本から24本前後と考えられている。

現時点での⽬線は下となる。
1時間⾜戻り⾼値で押さえられ、EMA200にも阻まれているので
EURの好条件が発⽣しない限りは、レジスタンスとして考えられる。

このまま下降すると
4HC第5という⾒⽅が強くなる。



EUR/USD VOLATILITY 週ボラ 72 pips



DISCUSSION 20240211 現在

• ファンダメンタルズ
• FRBの利下げは、2024年では3から5回と考えられる。
• インフレが強いため、利下げに消極的となる。

• テクニカル
• ⽇⾜第1が49本となるのでHPCの可能性を考えたい。
• 4HCでのRT（ライトトランスレーション）が発⽣した段階で⽇⾜切り替わ
りと考えられる。
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EUR/JPY WEEKLY 2022-2024 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

10本⽬

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／7
週ボラ 234 pips

15本 30本

週⾜起点を2023年12⽉とした。
クロス円との相関関係を考えた。
EUR/USDは下⽬線となるが、
USD/JPYが上⽬線となり、
⼤きく上昇している状況となる。
週⾜は前半となり、⾼値更新の可能性は⾼い。

20本



EUR/JPY DAILY 202309-202402 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

7本⽬

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／7
週ボラ 234 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7

48本

⽇⾜は前半となる。
今後の⾼値更新は視野に⼊れるべきと考えられる。
9⽇⾦曜⽇の⽇⾜チャートはたくり⾜とも考えられるが、
週末の⼿仕舞いにより上ヒゲとなった可能性が⾼い。

48本 39本



EUR/JPY 4H 202312-202402 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／7
週ボラ 234 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7
4HC 第1サイクル 40本⽬／37

40本⽬ 

⽇⾜が2⽉1⽇で閉じたと考えられ、158.07が起点と考えられる。
今後の⾼値更新の可能性は⾼い。
上昇エリオットの第5が待ち受けているような環境となる。
EUR/USDは下⽬線のレンジとなるが、USD/JPYの上昇が影響している。
4HC第1となるのでそれほど、⼤きくは下降しない可能性が⾼い。

97本 49本 83本

USD/JPY︓149.2 EUR/USD︓1.0785
= 160.91



EUR/JPY 1H 202402

160.25辺りが上昇エリオット第1の終点となると
第4はここまでは落ちてこないと考えられ、
その後の上昇が考えられそう。

4HC第1を1時間⾜で確認できるようなチャートとなる。
上ヒゲの先端が、上昇エリオットの第3と考えると
第5での更なる上昇が⾒込める展開となる。

1時間⾜では収束期を迎えており、1時間⾜サイクルで
RT（ライトトランスレーション）を形成するとさらに上昇という
展開が考えられる。



EUR/JPY VOLATILITY 週ボラ 234 pips
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USD/JPY WEEKLY 2022-2024 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第3サイクル 7本⽬／7
週ボラ 194 pips

7本⽬

⽉⾜⾼値︓151.93
2023年1⽉起点となる上昇エリオットでは
現在、B波と考えられる。
基本、B波は第5のトップを超えることはない。
更にC波はA波の終点を割り込むこととなり、
140.24を割り込む可能性が⾼い。
仮にB波が151.93を超えた場合にはイレギュラーと考えられ
る。
26本 25本



USD/JPY DAILY 202309-202402 ⽇⾜サイクルは、35から45本が⽬安となる。

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第3サイクル 7本⽬／7
週ボラ 194 pips
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／31

31本⽬

年末起点の上昇エリオットでは、第5とも考えられる。
9⽇⾦曜⽇が迷い線（トンボ）となり
今週前半の動きが気になる。
⽇⾜後半に向けて下降してくるのか︖

左上の⽇⾜クラスターが影響するのかも︖

58本 62本



USD/JPY 4H 202312-202402
4HCは、60本から80本と考えられている。

38本⽬

⽉⾜ 14本⽬
週⾜ 第3サイクル 7本⽬／7
週ボラ 194 pips
⽇⾜ 第1サイクル 31本⽬／31
4HC 第3サイクル 38本⽬／35

61本

148.8を⼤きく上昇してきた。
⽇銀・内⽥副総裁の発⾔が翻訳され、⽇本の政策⾦利は
上昇しないというアナウンスとなった様⼦。
150.0は⼤きな壁となるのでは︖

85本



USD/JPY VOLATILITY 週ボラ 194 pips
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GBP/JPY WEEKLY 2022-2024 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 14本⽬ 
週⾜ 第3サイクル 9本⽬／6
週ボラ 269 pips

9本⽬

2⽉第1週は下ヒゲの⻑いたくり⾜となった。
⽉⾜⾼値付近までの上昇により
週⾜起点を変更した。
結果、週⾜第2はHPCと判断した。

30本 21本

週⾜第2起点︓176.31
週⾜第3起点︓178.33
⽇⾜第2起点︓185.22



GBP/JPY DAILY 202309-202402 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 14本⽬ 
週⾜ 第3サイクル 9本⽬／6
週ボラ 269 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7

7本⽬

USD/JPYの上昇に追随している。
⽇⾜は若いので、まだ上昇が考えられる。
英国の経済状況としてはインフレが加速
化しているので⽶ドルに⽐較にして、⼒
負けはしていない。
⾼値更新の可能性は
USD/JPY次第と⾒ている。

53本48本 34本



GBP/JPY 4H 202312-202402 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

38本⽬ 

⽉⾜ 14本⽬ 
週⾜ 第3サイクル 9本⽬／6
週ボラ 269 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7
4HC 第1サイクル 38本⽬／35

70本

⽇⾜が2⽉1⽇基点となり、
189.0のラインで⽌められている。
今後の上昇が考えられるが、USD/JPY次第と⾔える。

49本 85本

USD/JPY︓149.2 GBP/USD︓1.263
= 188.4



GBP/JPY VOLATILITY 週ボラ 269 pips
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AUD/JPY WEEKLY 2022-2024 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 12本⽬
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／8
週ボラ 124 pips

10本⽬

2⽉第2週は⼤陽線のように⾒えるが、
週ボラは⼩さい。
週⾜は第2とも第3とも考えられる。
形状からは三尊からの下降も考えられるが、
USD/JPY次第の動きと⾔えそう。

結果、週⾜は第2とも考えられるが、HPCが2個と⾒
ている。

46本 19本 20本



AUD/JPY DAILY 202309-202402 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

7本⽬

⽉⾜ 12本⽬
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／8
週ボラ 124 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7

2⽉1⽇起点の⽇⾜と考えられる。
AUD/USDの週ボラも⼤きくなく、
⽇本円が最弱と考えられるので
陽線が描かれていると⾒ている。

48本 48本 39本



AUD/JPY 4H 202311-202402 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 12本⽬
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／8
週ボラ 124 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7
4HC 第1サイクル 38本⽬／36 4HCはセンターゾーンと考えられるが、4HC第1であり、

RT（ライトトランスレーション）想定となるので
更に上昇が考えられる。

38本98本 57本 76本

USD/JPY︓149.2 AUD/USD︓0.6523
= 97.32



AUD/JPY VOLATILITY 週ボラ 124 pips
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NZD/JPY WEEKLY 2022-2024 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

唯⼀、政策⾦利上昇を視野に⼊れている
ニュージーランドとなる。
新規が集まってくる可能性が⾼い。
実際には2⽉28⽇の発表となるものの
織り込み済みとなると
2⽉28⽇までの上昇が考えられる。

10本⽬

⽉⾜ 12本⽬／10
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／10
週ボラ 210 pips

19本 20本

週⾜第2起点︓87.703



NZD/JPY DAILY 202309-202402
概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

7本⽬

⽉⾜ 12本⽬／10
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／10
週ボラ 210 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7

1⽉末のリバランスを終えて、急騰となった。
政策⾦利上昇の可能性とUSD/JPYの上昇
が引き⾦となった様⼦。

38本 31本 38本

週⾜第2起点︓87.703
⽇⾜第2起点︓89.25



NZD/JPY 4H 202312-202402 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 12本⽬／10
週⾜ 第3サイクル 10本⽬／10
週ボラ 210 pips
⽇⾜ 第2サイクル 7本⽬／7
4HC 第4サイクル 38本⽬／38

38本⽬

まさに⼀気通貫のようなウナギ上りのチャートとなる。
上昇エリオットでは第3とも考えられ、第5で⾼値を超
えてくる可能性は⾼い。

91本 61本 76本

USD/JPY︓149.2 NZD/USD︓0.615
= 91.75

週⾜第2起点︓87.703
⽇⾜第2起点︓89.25



NZD/JPY VOLATILITY 週ボラ 210 pips



USD STRAIGHT 4H

GBP/USD

AUD/USDGBP/USD

NZD/USDEUR/USD 週ボラ 72 pips 週ボラ 120 pips

週ボラ 71 pips週ボラ 124 pips



DISCUSSION 20240211 現在

• ファンダメンタルズ
• 唯⼀、政策⾦利上昇を視野に⼊れているNZDの独歩⾼
• 唯⼀、マイナス⾦利からゼロ⾦利へ変更するJPYの独歩安

• テクニカル
• 週⾜起点2023年12⽉となるクロス円
• ⽇⾜第2起点は、2⽉上旬となる。



NZDがこれ以上、

上昇する可能性を秘めていれば、

資⾦は集中することが考えられる。

本当に上昇するのか︖

2⽉末までにチャートに

異変が発⽣する可能性は

ないとは⾔えない。



ご質問はなんなりとお尋ねください。
できる限りでお答えいたします。

共に学びたい⽅は、ご連絡くださいませ。
【い・ろ・は・組（１６８）_2】
https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239

お問い合わせは下記まで。

bibouroku@fukuyama-syo.com
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